
“ふるさとを愛し、夢に向かって たくましく生きる子ども”      

 

 

 

 

 

田んぼや畑の学習を行っています。 
 準備段階から実施に至るまで、地域の皆様・保護者の皆様にお力をお借りして、体験学習に取り

組んでおります。１年生は５月１８日にさつまいもの苗の植栽を、３年生は４月２８日に紅花の種

植を、５年生は５月１９日に田植えを行いました。どの学年も子どもたちが目を輝かせて学習活動

に取り組んでおりました。今から収穫が楽しみです。 

コロナ対応のため、実施を見送らざるを得ない学習活動もありますが、できる活動に関しては感染

防止に充分配慮しながら、工夫をして取り組みたいと考えております。広野小学校では地域の先生

方に教えていただき地域を知る学習を大切にしています。今後ともお力添えをお願いいたします。 

 

 ２日 学校評議員会 

 ３日 登校班リーダー会 

 ７日 授業日 

（６日の地区運動会が中止のため） 

 ９日 ２年生生活科校外学習 

１０日 １年生生活科校外学習 

    プール清掃（４，５，６年） 

    同窓会評議員会 

１５日 相撲集会（５校時） 

１７日 危機回避学習（水害） 

１９日 授業参観・学年ＰＴＡ・引き渡し訓練 

２１日 振替休業日 

２２日 プール開き 

２５日 虫送り 

２９日 ４年社会科見学 

酒田市立広野小学校便り 

令和３年６月１日 
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６月１日 校長講話より 
 ６月に入り、１学期も早いもので折り返し地点となりました。１日に全校朝会があり、私が子ど

もたちに話をする機会がありました。「相手の立場に立って考える」ことについて話をしました。こ

れは広野小が異学年交流等を通じて育てていきたいと考える「他者を認める力」と同様、共生社会

の中で欠かすことのできない力と考えます。具体的な行動をあげて話をしてみました。 

令和３年度が始まって２ケ月が過ぎました。新しい生活様式も２年目になりましたね。

毎日マスクをしたり、手洗いをしたりの日が続きますが、マスクや手洗いは自分をウイル

スから守るだけではなく、ほかの人にウイルスをうつさないという目的もあるのです。鼻

までしっかりとマスクで覆うことはそれだけで自分だけではなく、他の人を守っているこ

とになるのです。廊下を走ってはいけなかったり、登校するときに他の人を追い越して走

ってはいけなかったりするのも同じです。他の人にぶつかって一緒に転んでしまってけが

をさせてしまうことがないようにするためです。自分だけではなく他の人も守る目的もあ

るのです。自分のことばかりではなく、相手の立場に立って考えているということです。

あいさつも同じです。下校するとき、多くの人が校長室の前であいさつをしてくれます。

わざわざ遠回りをしてあいさつをしにきてくれる人や、立ち止まってあいさつをしてくれ

る人も増えてきました。こちらでお願いしているわけではないですから、それはみなさん

が相手のことを考えてそうしてくれているのだと思っています。あいさつをしてもらうと

気持ちが明るくなるので、皆さんが私の立場に立って考えてそうしてくれることはとても

うれしく思っています。毎日とてもあたたかく明るい気持ちになっています。ありがとう

ございます。相手の立場に立って考えて行動することは大切ですし、素敵なことです。 

みなさんに去年から折に触れて紹介しているＳＤＧｓも、今の自分のことだけではなく、

１０年後の自分や周りの人の立場に立って行動することが求められています。例えばごみ

問題。私は酒田市廃棄物減量推進審議会という酒田市で出るごみの量を減らすための会議

のメンバーになっているのですが、酒田市は処理場に出るごみの量が県内で最も多いのだ

そうです。これでは再利用できる資源を無駄にしたり、ごみを燃やす際に出る二酸化炭素

が多くなったりします。二酸化炭素は地球温暖化の原因のひとつです。ＳＤＧｓの目標で

いうと、11、12、13、14、15 などにおもに関連してくると思います。 

みなさんは、酒田市のごみルールカレンダーを見たことがありますか。地区ごとになっ

ていますので、皆さんのおうちにもあると思います。ここに広野地区のものを持ってきま

したが、これの上半分にそれぞれのごみの分別方法について詳しく書いてあります。これ

を見ると、資源として再利用できるごみの出し方がわかります。６月は「しっかり分別月

間」だそうです。少し面倒なところもありますが、正しく出さないと資源として使えずに、

結局燃やすごみを増やしてしまします。一度おうちの人としっかり確認をしてみてくださ

い。特に雑紙と呼ばれるお菓子の箱や包み紙、カレンダーやラップの芯などもきちんと出

すと再利用につながるので確認してみてください。面倒な分別ではありますが、将来の自

分や家族、友だちの立場になって考えて、そのときの地球環境をよくするために、今取り

組むべきことだと思います。将来の自分や周りの人のことを考えて今行動するのです。 

あいさつを頑張る広野小、ＳＤＧｓに取り組む広野小、これらはすべて自分のためだけ

ではなく、家族や友だちのためにもなることです。頭で考えるだけではなく、実行に移し

てみませんか。 

 


